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「GLUT4 小胞輸送を制御する RabGAP 蛋白 AS160 と Rab10」 

 

要旨 
 GLUT4はインスリン反応性糖輸送担体であり、細胞内のGLUT4小胞と呼ばれる特殊な小胞膜

に存在する。インスリンは細胞膜へのGLUT4小胞トランスロケーションを亢進し、その結果、

細胞内へのグルコース取り込みは著明に促進される。この細胞応答は主にPI3キナーゼ~Akt

を介して惹起されると考えられる。我々は新規Akt基質としてRabGAP蛋白AS160を同定し1,2)、 

AS160 GAP活性がGLUT4トランスロケーションを制御していることを示した3)。さらにin vitro

におけるAS160 GAPの標的Rabとして、Rab 2A, 8A, 8B, 10, 14を同定し4)、脂肪細胞ではRab10

がAS160標的RabとしてGLUT4トランスロケーションを制御することを明らかにした5)。 
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